
  

 

 

 

 

 

 

 

 

幡豆地区について 

 

藻場・干潟資源の減少と再生への挑戦 

 

幡豆地区干潟・藻場を保全する会について 

 

 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地形・地質の違いを踏まえた２漁協の分担と連携 

 

 

 

継続的な活動と蓄積したノウハウによる手法の改善 

 

 

幡豆漁協担当範囲
（アマモ場・船からの作業に適）

東幡豆漁協担当範囲
（広大な干潟・陸からのｱﾌﾟﾛｰﾁが可能）
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マット仕込み→設置 種採取 

垂下 選別 保管 

阿知波英明「伊勢・三河湾のアマモ場面積の変動」（2009-10愛知県水産試験場研究報告）

三河湾のアマモ場面積の変動

戦前は100㎢のアマモ場
があったとされています

種の採取 種の選別 マットの展開と結索

泥と種の計量 種入り泥の塗布 海底へのマット設置

500mlの泥に
約250粒の種
を混ぜて・・・

マットに塗ってフタを
し、挟み込みます

マットを結び付け
て長いはしご状に

端から次々
に沈め、海
底に固定し
ます

船から成
熟したア
マモの花
枝を採取

海中に垂
下した後
選別

干潟の基盤改良（耕うん） 同左（近景）


